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　金沢都市圏総合都市交通計画協議会では、金沢都市圏において、昭和４９年の第１回

調査を皮切りに、概ね１０年ごとに調査を実施しており、今回が第４回目の調査です。

　これまでの３回の調査結果をもとに金沢外環状道路などの都市計画道路網、 バスなど

の公共交通網、 歩行者 ・ 自転車交通計画等の各種交通施策の検討を行い、 都市交通

環境の向上を図ってきました。

　今回の第４回金沢都市圏パーソントリップ調査では、 山側環状の全線供用や海側幹線

の部分供用により都市圏の交通流動が大きく変化したことや、人口減少・高齢化の進展、

さらには北陸新幹線開業などを迎えることから、 社会情勢や交通環境の変化に対応した

都市交通のあり方について検討を行っております。

　平成１９年度は、 平成１９年１０月から１２月にかけて、 「人の一日の動き」を把握するた

めに実態調査（パーソントリップ調査）を行い、平成２０年度は、調査した結果に基づき望ま

しい都市交通のあり方に関する分析 ・ 予測を行っております。

　今回、 パーソントリップ調査結果の概要をとりまとめ、 将来の金沢都市圏の総合都市交

通 『人と環境にやさしい魅力ある都市づくりを目指した都市交通体系のあり方』 を示したパ

ンフレットを作成いたしました。

　調査の実施にあたり、 数多くの方々に貴重なご意見やご協力をいただきましたことに厚く

御礼を申し上げるとともに、 この成果がこれからの快適で、 魅力あるまちづくりの実現に寄

与していくことを期待しております。

平成２１年３月

金沢都市圏総合都市交通計画協議会 会長

石川県技監　国田 雅人
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金沢都市圏パーソントリップ調査の概要

金沢都市圏の人の動き

金沢都市圏の交通機関利用の状況

金沢都市圏の中心部 ・ 高齢者等の交通特性

金沢都市圏の自動車交通量

金沢都市圏の総合都市交通計画
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金沢都市圏パーソントリップ調査の概要

自宅 バス 鉄道

勤務先など

出発地 移動（トリップ） 到着地

だれが？
何の

ために？

どこから
どこへ？何時ごろ？

何を
使って？

調査対象圏域

金沢市を中心とする２市３町を対象としています。

（第３回金沢都市圏パーソントリップ調査と同様）

調査の対象 調査対象者は、金沢都市圏にお住まいの５歳以上の方を対象としました。

パーソントリップ調査とは

パーソントリップ調査は、「どのような人が」「いつ、何の目的で、どこからどこへ、どのような交通手段で動

いたか」について「一日の人（パーソン）の動き（トリップ）」を調査し、現在の交通行動の把握 ・ 分析や将

来の交通量を予測し、都市圏の望ましい都市交通のあり方を検討するために行う調査です。

回収の結果 今回の調査では、およそ１万６千世帯にご協力をいただきました。

調査の方法
平成１９年１０月から１２月にかけて、金沢都市圏内の事務所、商店街、行政機関等の

従業者の世帯および高齢者世帯、大学生の方々にご協力いただき、実施しました。

第４回調査対象地域

対象市町 ：

金沢市、白山市（旧松任市、旧鶴来町）、

野々市町、津幡町、内灘町

人   口 ： 約６５.４万人（平成１７年国勢調査）

世帯数 ： 約２５万世帯

富山県

岐阜県

羽咋市

内灘町

野々市町

白山市（旧松任市）

白山市（旧鶴来町）

白山市（旧美川町）

川北町

加賀市

小松市
能美市

金沢市

津幡町

七尾市

輪島市

珠洲市

　　白山市
旧河内村、旧吉野谷村
旧鳥越村、旧尾口村
旧白峰村（ （福井県
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金沢都市圏の人の動き
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人口の伸び
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●男女別一人当たりのトリップ数／全国 ・ 他都市圏との比較

●金沢都市圏の平均トリップ長の推移

【男性】 【女性】

・ ６５歳以上人口の比率はＨ１７年で１７.５％であり、各市町ともに

急速な高齢化が進展し、Ｈ３７年には２７.７％と推計されています。

・男性の一人当たりのトリップ数は、２.５５トリップ / 人･日と、

Ｓ５９年時点から低下しています。

・ 平均トリップ長は、Ｓ４９年以降

増加を続けており、Ｈ１９年には

約 1.５倍の伸びとなっています。

・ 女性の一人当たりのトリップ数は、２.４７トリップ / 人･日と

減少していますが、Ｈ７年以降は横ばいとなっています。

●都市圏内人口の推移

●ゾーン別人口の伸び率（H7-H17）

資料 ： 国勢調査

注 ： 全国調査時点は、

　　　S62、H11、H17

資料 ： 「都市における人の動き

　　　　　（H20、国土交通省）」

※Ｈ３７（推計）は各市町の将来人口予測より

資料 ： 国勢調査

金沢都市圏の人口推移金沢都市圏の人口推移

一日の人の動き一日の人の動き

・ 市街地の拡大に伴い、Ｈ７年以降、ＪＲ線から海側、太陽が丘、

田上地区などで人口の増加が著しくなっています。

・ 「トリップ」とは、「ある人」が「ある目的」を持って

「ある地点」から「ある地点」へと移動することで

す。いくつかの交通手段に乗り換えても１トリップ

としてとらえます。

・ 「トリップ数」とは、移動回数です。

「トリップ」とは ・ ・「トリップ」とは ・ ・

都市圏人口は横ばい。

郊外部で人口増加、金沢市中心部で減少。

１日の人の動きは２.５回で減少傾向。移動距離は４.３ｋｍと増加傾向。
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倍にエリア拡大2.5

金沢駅
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●金沢都市圏における流動トリップ数

●交通目的別トリップ数の推移

・ 目的別の移動について、Ｓ４９年と比較し、通勤で７割、私事で

２割増加、通学で１割、業務で２割減少となっています。

・ 通勤、業務では自動車利用が７０％以上あります。

・ 通学は徒歩と二輪で約７０％となっています。

移動目的からみる人の動き移動目的からみる人の動き

●人口集中地区 (ＤＩＤ) の変遷

・ 金沢都市圏では、１９６０年から約４５年間でＤＩＤ地区が

約２.５倍に拡大しています。

・ 最近の約１０年は、駅西 ・ 金石など海側、角間地区など

への拡大が進んでいます。

都市構造の変化に伴う交通流動の変化都市構造の変化に伴う交通流動の変化

内灘町

野々市町

白山市
（旧松任市）

白山市
（旧鶴来町）

金沢市

津幡町

835
(1.10)

9,048
(0.90)729

(1.10)

328
(1.01)

307
(1.18)

188
(1.03)

・ 「人口集中地区（Densely Inhabited District の略）」

とは、人口密度約４,０００人/km2 以上の国勢調査

地区がいくつか隣接して、合わせて人口５,０００人

以上を有する地区を表します。

「人口集中地区（ＤＩＤ）」とは ・ ・「人口集中地区（ＤＩＤ）」とは ・ ・

市街地の拡大に伴い、金沢市と周辺市町間の動きが１割近く増加。

金沢市内の動きが、１割近く減少。

通勤や私事での移動が増加。通学や業務等での移動が減少。

●目的別代表手段利用率（H19）
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全国、地方都市と比べて自動車の利用率は高い。

●代表交通手段別利用率の推移 ●代表交通手段別トリップ数の推移

●他都市との比較（代表交通手段別利用率）

・ 自動車のトリップ数は、Ｓ４９年からＨ１９年にかけて２倍以上

の伸びとなっています。

・ 一方、公共交通は、約６割に減少しています。

・ この傾向が続くと、自動車交通は約４％増加、路線バスは

約１４％、鉄道は約２１％の減少と推計されます。

・ 自動車は、Ｓ４９年から増加しており、Ｈ１９年の自動車利用率

は６７.２％になっています。

・ また、公共交通の利用は減少しており、Ｈ１９年には６.４％と

なっています。

・ このままの状況が続くと、Ｈ３７年には、自動車が７２.３％に増加、

鉄道が１.４％、路線バスが４.２％に減少すると考えられます。

・ 隣接県と比べると、自動車利用率は低く、公共交通

の利用率は高くなっています。

・ 全国、地方都市圏と比べると自動車利用率は高く、

公共交通利用率は低くなっています。

交通手段からみる人の動き交通手段からみる人の動き

・ 「代表交通手段」とは、１トリップにおける

主な交通手段のことです。

「代表交通手段」とは ・ ・「代表交通手段」とは ・ ・

金沢都市圏の交通機関利用の状況

自動車利用率は２８.４％増加。公共交通利用率は７.５％減少。

今後も引き続き自動車利用は増加、公共交通は減少が予想される。

（Ｓ４９→Ｈ１９）
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交通量の変化
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・ 線の太さは端末交通量を示す

・ 自宅からのキス＆ライド利用

の出発ゾーンを示す

・ 「キス & ライド（kiss and ride）」とは、自

宅から最寄りの駅やバス停まで、自動

車等で、家族に送り迎えをしてもらう通

勤 ・ 通学形態のことです。

「キス＆ライド」とは ・ ・「キス＆ライド」とは ・ ・

●路線バスのゾーン別交通量の変化（H7-H19）●鉄道のゾーン別交通量の変化（H7-H19）

●交通手段組み合わせ別トリップ数の推移

・ ＪＲ沿線の人口が増加している地区で鉄道利用の交通量が

増加しています。駅西地区（金沢駅）、松寺地区（三口駅）、

旧松任の海側地区（加賀笠間駅など）での伸びが顕著となっ

ています。

・ バス利用者は、鞍月･西念地区、木越 ・ みずき地区、安原地区、

旧松任地区などの新たに市街地が拡大した地区で増加しています。

・ 金沢市中心部から小立野、平和町、泉野、野々市などバスサービスの

充実している地区ではバス利用が多いものの、減少傾向にあります。

鉄道利用は、

ＪＲ線から海側の地区で増加。

バス利用は、

ＪＲ線から海側の地区、都市圏の南部地区で増加。

鉄道、バス利用の変化鉄道、バス利用の変化

鉄道やバス等公共交通のみの移動は減少。

自動車と公共交通の組み合わせは増加。

郊外部の鉄道駅では、車を利用した乗り換えの利用が多い。

●ここでは、キス＆ライド利用の

主要乗換駅と出発エリアを示します。

・自動車と鉄道を組み合せた移動は、加賀笠間駅、

松任駅、西金沢駅、森本駅、津幡駅、中津幡駅

など、主に郊外部で行われています。

・ これは、遠距離移動に強い鉄道の特性を活かした

もので、遠方からも利用していることが分かります。
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●私事目的手段別滞留時間（H19）

●金沢市中心部
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21.5 6.5

4.4

0 20 40 60 80 100 （％）

内々

流出入

●流動種類別の代表交通手段（H19）

●流動種類別交通量の変化

●私事目的手段別平均滞留時間（H19）

・ 中心部の人の動きは、Ｓ４９年から減少を続けており、Ｈ１９年

時点で３８％の減少となっています。また、中心地区内々の

人の動きについても３４％の減少となっています。

・ 中心部内々の交通の約５９％が徒歩、約１３％が自転車

を利用しています。

・ 中心部流出入では約５７％が自動車を利用しています。

・ 鉄道、路線バス利用者の滞留時間は、自動車に比べて、鉄道

では約８０分、路線バスでは約２５分ほど長くなっています。

254

234

202

18939

54

92

114

0 100 200 300 400

S49

S59

H7

H19

都市圏中心地区内々トリップ

（　）：数値は対Ｓ４９の比率

中心地区からの流出入トリップ

326（0.89）

256（0.70）

227（0.62）

368（1.00）

（千トリップ/日）

減少

主な出来事

H1-H6 
金沢大学移転
（城内⇒角間）

H7 
金沢大学付属幼稚園、
小・中学校移転
（広坂⇒平和町）

H15 
県庁移転
（広坂⇒駅西）

0.0

5.0

10.0
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30.0

35.0
（構成比）

（滞在時間）
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間

�
4
時
間
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時
間

車から公共交通への転換
により、中心部滞在時間が
長くなる可能性あり

自動車 路線バス 鉄道

金沢市中心部の人の動きは４割程度減少。

私事目的の滞留時間は自動車利用に比べ、公共交通利用者の方が長い。

中心部内々の交通では、徒歩 ・自転車利用が約７０％を占めている。

中心部の交通特性中心部の交通特性

（Ｓ４９対比）

金沢都市圏の中心部 ・高齢者等の交通特性
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●６５歳以上免許保有者数

●６５歳以上人口の推移

・ 高齢者ドライバーは、Ｈ１９年の約５万人に対して、Ｈ３７年に

は約１１万７千人と推計され、今後１８年間で約６万７千人

増加と予測されます。特に、７０歳以上で増加が著しくなると

考えられます。

●年齢階層別目的施設構成（H19）

・ 高齢化に伴い、医療･福祉施設、スーパー ・ デパート

の利用が増加し、特に、７０歳あたりから医療･福祉施

設への需要が高くなっています。

0

10

20

30

40

50

60

70

05 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

医療・厚生・福祉施設

事務所・会社・銀行

スーパー・デパート

（歳）

（％）

●６５歳以上人口の割合（H17-37）

Ｈ３７

Ｈ１７

金
沢

（ ）は、都市圏総人口における６５歳以上人口の割合

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H17 H37（推計）

（人）

114,223
（17.5％）

183,170
（27.7％）

S60 H7

58,039
（9.9％）

83,980
（13.2％）

増加
～
～
～
～

65 歳以上割合

20％
30％
40％
50％

10
20
30
40
50％以上

（注）Ｈ３７年人口は今回調査における独自の推計値

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

65～69 70～74 75～79 80～84

（人）

将来倍増が
予想される
高齢運転者

85 歳以上

H19 保有者数 H37 保有者数

●年齢階層別の代表交通手段利用率（H19）

・ 高齢化によって自動車利用が約４４％減少し、自動車（同乗）

約１７％、路線バスの利用が約６％増加しています。

（４５-５９歳⇒７５-８４歳の変化）

56.7

16.7

27.0

57.6

70.5

78.5

50.9

10.5

43.8

11.2

5.0

8.6

25.8

4.6

3.6

10.8

4.4

4.5
3.2

7.0
1.4

05-14 歳

15-29 歳

30-44 歳

45-59 歳

60-74 歳

75-84 歳

85 歳以上

計

徒歩 二輪 自動車
（同乗）

自動車
（運転）

路線バス 鉄道

0 20 40 60 80 100 （％）

減少 増加

23.7

6.7

ＪＲ金沢

西金沢

石川県庁

金沢
市役所

野々市

内灘

津幡

金沢外環状道路

松任

鶴来

金
沢ＪＲ金沢

西金沢

石川県庁

金沢
市役所

野々市

内灘

津幡

金沢外環状道路

松任

鶴来

高齢化率は、今後も継続して増加。

特に、金沢市中心部や津幡町周辺で高くなる傾向。

自動車の同乗、公共交通の利用率が７５歳を境に大幅に増加。

なお、利用目的として、医療、スーパー ・デパートなどへの需要が高い。

高齢者ドライバーは今後著しく増加と予測。

高齢者等の交通特性高齢者等の交通特性
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H17-H18 の増減

減少

ほぼ横ばい

増加

主な道路
国
道

157 号

国
道

8
号

北
陸
自
動
車
道

金沢西ＩＣ

石川県庁 金沢駅

金沢城公園

兼六園

金沢市役所

金沢東ＩＣ

国
道

8
号

国
道

15
9
号

金沢森本ＩＣ（国）

彦三大橋

香林坊

浅野川大橋

兼六園下

広坂

国
道

15
7
号

国
道

15
7
号

金沢外環状道路

金沢外環状道路

●断面交通量の推移（S59-H19）

・ 犀川、浅野川に架かる橋を通過する全体交通量は、平成７年から

H１９年にかけて犀川断面（犀川橋～崎浦橋）で約４％、浅野川断

面（内灘海浜橋～田上大橋）で約１４％増加しています。

・ 一方で、山側環状道路の供用により、経路が変化し、中心部の交

通量は、犀川断面（示野橋～桜橋）で約５％、浅野川断面（磯部

大橋～浅野川大橋）で約１７％減少しています。

・ 山側環状道路など環状道路の整備により、

金沢市中心部を通る自動車台数が減少し、

混雑が緩和されています。

・ 今後、現在整備中の海側幹線ができること

により、国道８号、中心部など市街地内の道

路の更なる混雑緩和が期待できます。

山側環状道路

海側幹線

道路交通センサス（Ｈ17）

山側環状線供用後交通量観測値（H18, H19)
資料 ：

観測地点

犀川断面

浅野川断面

犀川

浅野川

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000
断面交通量（台/12時間)

犀川断面 浅野川断面 犀川断面
（中心部）

浅野川断面
（中心部）

S59

H7

H19

減少

増加

減少

増加

犀川、浅野川に架かる橋を通過する全体交通量は、1割程度増加。

中心部では 1割程度減少。

山側環状道路等の整備により、中心部では交通量が減少。

●都市圏内の主要道路の交通量の推移
　（Ｈ17-H18）

現況交通量の動向現況交通量の動向

（Ｈ７対比）

金沢都市圏の自動車交通量
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計画されている海側環状道路など金沢都市圏内の都市計画道路網

が整備された場合の自動車交通による混雑の度合いを予測しました。

●環状道路の混雑度変化

●環状道路の混雑度変化予測

山側環状道路（大桑高架橋）

混雑度

1.25以上

1.00～1.25

1.00未満

（注）国道８号と北陸自動車道が平行している区間は国道８号の混雑度を示す。

道路の混雑が日中連続的に発生

ピーク時の1～2時間に混雑が発生

道路が混雑することなく円滑に走行

混雑度の度合

未整備区間

未整備区間

H19

H37

ＪＲ金沢

西金沢

石川県庁

金沢市役所

野々市

内灘

津幡

金沢外環状道路

松任

ＪＲ金沢

西金沢

石川県庁

金沢市役所

野々市

内灘

津幡

金沢外環状道路

松任

海側幹線など外環状道路整備により、

都市圏全体の交通混雑は減少すると予測。

将来自動車交通量予測の結果将来自動車交通量予測の結果



コミュニティバス

金沢都市圏の総合都市交通計画

1 1

都市の変化と交通都市の変化と交通

〔現状〕

●人の一日当たりの動きが減少

●自動車交通の郊外部での増加、公共交通の減少

●金沢市と周辺市町間、郊外の拠点間を結ぶ交通流動が増加

〔現状〕

●郊外化に対応した都市交通環境の改善

●自動車に依存しない環境負荷の少ない都市づくり

公共交通の利用公共交通の利用

〔現状〕

●公共交通利用の減少

●郊外部での公共交通利用者増加、中心部で減少

●パーク＆ライド、キス＆ライドの増加

〔課題〕

●環境負荷の低減を目指した公共交通利用へのシフト

●市街地拡大に対応した公共交通サービスの向上

中心部の交通中心部の交通

〔現状〕

●中心部周辺での人口減少に伴う交通需要の減少

●徒歩、自転車の割合が高い

●滞在時間は自動車よりバス、鉄道利用の方が長い

●環状道路整備に伴う通過交通の減少、道路混雑の緩和

〔課題〕

●中心市街地の活性化に寄与する交通体系の構築

●歩行者 ・自転車利用者優先の空間の創出、回遊性の向上

高齢者の交通高齢者の交通

〔現状〕

●高齢者（６５歳以上）の増加に伴う、医療 ・福祉施設、

商業施設への交通需要の増加

●高齢者ドライバーの増加

●７５歳以上で自動車の運転が大きく減少、

外出率の低下、補助器具利用の増加

〔課題〕

●高齢者増加に対応した公共交通体系の強化

●高齢者ドライバーの交通環境の改善、交通安全対策

新幹線の開業新幹線の開業

〔予測〕

●県外からの入り込み客増に伴う公共交通の需要増加が

予想される

●県内居住者の新幹線利用増に伴う駅への交通需要の増加

が予想される

〔課題〕

●県外からの交流人口増に伴う二次交通の強化

●県内居住者の新幹線利用増に伴う交通結節点の機能強化

ニーズに対応した道路整備ニーズに対応した道路整備

〔現状〕

●環状道路等の整備による中心部での混雑の緩和

●局部的な交通渋滞の発生

〔課題〕

●整備効果が高く、ニーズ（交通円滑化等）に

適応した計画の策定

社会経済状況の動向社会経済状況の動向

●環境に配慮した低炭素社会への転換

●人口減少 ・超高齢社会の到来

●中心市街地の空洞化

●国 ・地方の財政状況の悪化

●広域交流の促進

●東海北陸自動車道の全線開通

●北陸新幹線開業予定

金沢都市圏の都市交通の動向と課題金沢都市圏の都市交通の動向と課題



コミュニティバス

12

環境負荷の少ない、公共交通体系の強化と集約型都市構造の形成を進めます。

賑わいと魅力あるまちづくりに取り組んでいきます。

誰もが安全で安心して利用できる交通体系づくりを進めます。

人と環境にやさしい魅力ある人と環境にやさしい魅力ある人と環境にやさしい魅力ある人と環境にやさしい魅力ある

都市づくりをめざして都市づくりをめざして都市づくりをめざして都市づくりをめざして

協議会では、 上記の将来像を設定するとともに、 次のような交通施策の検討が必要と考えます。

●安全で快適な歩行空間の創出

●公共交通の更なる利便性向上

●走行環境の改善による自転車利用の促進

交通の目標交通の目標 22
中心部における交通環境の改善中心部における交通環境の改善

●自動車に頼らない交通手段の確保

●歩行に対する安全対策

●高齢者ドライバーの事故抑制

交通の目標交通の目標 33
高齢者等における安全・快適な交通手段の確保高齢者等における安全・快適な交通手段の確保

●効率的な道路整備による交通の円滑化

●将来交通需要に応じた都市計画道路の見直し

交通の目標交通の目標 55
ニーズに対応した効率的な道路整備ニーズに対応した効率的な道路整備

●金沢駅を起点とした二次交通の強化

●金沢駅の交通結節点としての機能強化

交通の目標交通の目標 44
新幹線開業に対応した交通機能の整備・充実新幹線開業に対応した交通機能の整備・充実

●サービス水準向上による利用促進

●地域のニーズに対応した交通機能の整備

●パーク＆ライド機能の強化

交通の目標交通の目標 11
交通環境改善のための公共交通体系の強化交通環境改善のための公共交通体系の強化

金沢都市圏交通の将来像金沢都市圏交通の将来像
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交通の目標と施策交通の目標と施策

加賀笠間駅加賀笠間駅

松任駅松任駅

野々市駅野々市駅

金沢外環状道路金沢外環状道路金沢外環状道路

金石金石

西金沢駅西金沢駅

東金沢駅東金沢駅

津幡駅津幡駅

香林坊香林坊

森本駅森本駅

金沢駅金沢駅 武蔵ヶ辻武蔵ヶ辻

コミュニティバス

バスレーンの整備

安全で快適な歩行空間の創出

●既存道路の空間再編により、

安全で快適な歩行空間を創出

します。

●歴史性に配慮した歩行者空間

の改善により、まちなかの回遊

性を高めます。

公共交通の更なる利便性向上

●公共交通を優先するバスレーンの拡充を検討します。

走行環境の改善による自転車利用の促進

●様々な工夫により、自転車走行空間の改善を図ります。

●駐輪場の拡充や放置自転車対策などにより利用環境の

改善を図ります。

●自転車の多様な活用策を検討します。

中心部における交通環境の改善中心部における交通環境の改善22

サービス水準向上による利用促進

●重要バス路線の高速性 ・定時性

を高めることにより、サービス水準の

向上を目指します。

地域のニーズに対応した
交通機能の整備

●コミュニティバスなど地域の生活を

支える多様な交通手段の確保に

努めます。

パーク＆ライド機能の強化

●パーク＆ライド駐車場を拡充し、「自動車＋公共交

通」による乗り換え移動の普及 ・活用を図ります。

●駅やバス停付近の駐輪場を整備し、自転車を活用

した公共交通の利用促進を図ります。

交通環境改善のための公共交通体系の強化交通環境改善のための公共交通体系の強化11

鉄道

バス（拡充提案を含む）

公共交通重要路線

Ｐ＆Ｒ機能強化エリア

都心軸

市街地

中心部の歩行者、
自転車、
公共交通優先

地域のニーズに対応した
コミュニティバス等の運行、
フィーダー機能強化
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高齢者等における安全・快適な交通手段の確保高齢者等における安全・快適な交通手段の確保33

自動車に頼らない交通手段の確保

●病院施設、商業施設などへの高齢者等の交通

需要に応じた交通手段の確保に努めます。

歩行に対する安全対策

●安心して移動できるように道路、公共施設等

のバリアフリー化を目指します。

高齢者ドライバーの事故抑制

●自動車移動からの転換促進策を検討します。

（公共交通機関の割引パスなどソフト対策）

ニーズに対応した効率的な道路整備ニーズに対応した効率的な道路整備55

効率的な道路整備による交通の円滑化

●環状道路など都市の骨格を形成する幹線道路の

計画的な整備を推進します。

●効率的な道路改良により、渋滞の緩和を図ります。

将来交通需要に応じた都市計画道路の見直し

●歩けるまちづくり、街並み景観の向上のために道路空間の再編を

視野に入れた多様な使い方を推進していきます。

●長期的に未着手となっている道路計画の見直しを行っていきます。

新幹線開業に対応した交通機能の整備・充実新幹線開業に対応した交通機能の整備・充実44

金沢駅を起点とした二次交通の強化

●増加する来訪者が円滑に目的地に移動できる公共交通の

充実を目指します。

●金沢駅と中心部を結ぶ分かりやすく ・ 使いやすい公共交通

の実現を図ります。

金沢駅の交通結節点としての機能強化

●鉄道、路線バス、タクシー等に、観光バスを加えた結節機能

の強化を目指し、駅西広場を再整備します。

●乗り継ぎ誘導や総合案内などの充実により、駅全体の使いや

すさの向上を目指します。

バリアフリー化された歩道のイメージ

高齢者にも使いやすいバス

歩行者空間の創出

金沢駅西広場の将来イメージ

市街地の渋滞緩和
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